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Ⅰ．目的と内容  
 現在の農業・農村において農産加工は必要不可欠な要素になっています。農産加工演習では、農産加工を行っ 
ている現場の見学と体験実習を通して、農業・農村が農産加工と関わる多様な側面を体験的に学ぶことを狙いと 
しています。 

 
 
 
 
 
Ⅱ．授業計画［単位数：２単位、授業週数：７回］   ４～５コマ連続授業 
［前・後期］ 

１．   授業ガイダンス 

 

２～６． 農産物を使った加工体験実習（実習棟または近隣地域） 

 

７～11． 農産加工施設等見学（北空知地域） 

 

12～16． 農産加工施設等見学（中空知地域） 

 

17～21． 農産加工施設等見学（道北地域） 

 

22～26． 食品加工企業等見学（石狩地域） 

 

27～30． 地域農産物を使った加工体験実習（アグリ工房まあぶ） 

Ⅲ．講義の進め方  
学外での見学･実習のための移動により、受講制限をする場合があり、授業ガイダンス時に受講者の確 

定を行う。また、安全な食品を作るための衛生管理法であるHACCPなども見学実習の中で学ぶ予定である 

ので、筆記用具等は必携である。 
 
 
 
Ⅳ．試験と成績評価  
農産加工等の現場見学と体験実習をレポートにまとめる。研修態度とレポートとによって成績評価を行う。 

 
 
Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
  加工場見学と加工体験においては清潔第一を旨とすることに留意するとともに、土曜日の授業日程が多い 
ことも考慮しておくこと。 

 
 
Ⅵ．使用教材  
  教科書：なし 
  参考書：なし 
 
 

 


